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放射線利用の高度化
　より安全で、より有効に利用するために
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放射線に関する計測手法や応用を中心に研究しています。放射線・
放射性同位元素（RI）の利用は、工業、医療を始めとした幅広い
分野において重要な技術となっています。その一方で、福島第一
原発事故による放射能汚染、廃炉作業などの技術的な課題もあり、
放射線・RI について取り組むべき研究テーマは多くあります。そ
こで、線量分布の可視化技術の開発、放射線発生装置の開発と応
用などに取り組んでいます。さらに、放射線をより安全に利用す
るために、放射線防護、放射化物の評価手法についての研究にも
取り組んでいます。

放射線計測、放射線発生装置、非破壊検査

応用分野 非破壊検査、医療診断
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